
 
 
 
 

　 論点整理 

 
　　 

 
「余白」の創出を通じた教育の質の向上 ② 

 
単学習指導要領の構造化・表形式化・デジタル化　　　   
 
❶　構造化・表形式化・デジタル化（生成 AI の活用も含 

む）を一体的に進めることで、記載の冗長・複雑さの改 
善によるスリム化につながるとともに、ユーザビリティ 
が上がり、学習指導要領の参照や指導案等の作成がより 
しやすくなる。 
 

❷　構造化に当たっては、各教科等の本質的理解（中核的 
な概念等）の獲得に重点を置き、学校段階や教科等の特 
性を踏まえつつ、そのために必要な学習内容を検討した 
り、必要に応じた精選を行ったりしていくことが必要で 
ある。 

 
単構造化を踏まえた教科書等の在り方　　　　　　　　　　　　　　　　　     
 
❶　学習指導要領の構造化の考え方を踏まえ、教科書の内容は教科等の中核的な概念等

をつかみやすいものに精選するとともに、教科書で得た理解を広げたり深めるための
多様な情報を得る手段としてその他の教材を活用するという役割分担を考えていくこ
とが必要である。 

 
❷　調整授業時数制度の下で、一定の範囲で各教科の標準授業時数を他の有益な活動に

充てることを可能とする方向で検討する場合、調整後の時数で十分に指導可能なもの
となるよう、教科書の分量、デジタル教材との役割分担、教師用指導書での指導計画
の示し方も整合性をもって検討すべき 

 
❸　教科書の改善による網羅主義の脱却を図りつつ、併せて子供が学習を主体的に自己

調整できるような学習活動を一層推進していくことにより、知識の概念としての習得
や深い意味理解、他の学習や生活の場面でも活用できるようにすること（「確かな知
識」の習得）を促す指導、学ぶ意味・社会やキャリアとのつながりを意識した指導は
もとより、各教科における探究的な学びの充実にもつなげることができる。 

 
単高等学校入学者選抜の改革支援　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    
 

上記のような学習指導要領及び教科書等の改善の実効性を担保する観点も踏まえ、 
高校入学者選抜の学力検査や調査書の在り方や質的改善、校長のリーダーシップの下で
のスクールポリシーに応じた多様な選抜を一層進める必要がある。

源 流 
第２９０号　　教育長　　儘田　文雄 
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